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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   広島県立尾道北高等学校                  

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒722－0046   

       広島県尾道市長江三丁目７－１                          

  E-mail  onomichikita-h@hiroshima-c.ed.jp                     

  Website  http://www.onomichikita-h.hiroshima-c.ed.jp                      

  児童生徒数  男子  286 名   女子   304 名  合計  590 名 

        児童・生徒の年齢 15 歳～ 18 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

１ ユネスコ委員会の活動 

（１） 目的  

ユネスコスクールに係る活動を通して，立場や考え方の違う人々を理解する

とともに，相手を尊重しながら，協働的に課題を解決することができる態度を

養う。 

（２）活動内容 

   ① 本校のＡＬＴとの交流 

   ② 書き損じはがきプロジェクトへの参加（303 枚） 

（３）成果と課題 

   ・上級学年が後輩の指導に当たり，学年を超えて活動を継承すること。 

   ・生徒主体のグローバルな活動を行うこと。 

 

２ ２年次研修旅行におけるキャリア教育 

（１）期日：７月 22 日～25 日 

（２）目的 

東京方面への研修旅行で進路希望グループ別に企業，研究所，ＮＰＯ等を訪

問し，事前学習で学んできた内容や課題について，現場を実際に体験すること

によって学習の深化や課題の解決を図る。 

（３）内容 

カナダ大使館，独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）等を訪問 

（４）成果と課題 

  ・世界情勢を予測するためには歴史的背景を学び，国益をもたらすためには

どうするか考察するきっかけとなった。 

  ・国際協力を推し進めるためには，どこに派遣されても対応でき，各自の能

力を発揮できる柔軟性の必要性について学んだ。 

 

３ English Session（英語研修） 

（１） 期日：１月 19 日，１月 26 日，２月 18 日，２月 23 日の計４回 

（２） 目的 

渡航・ホームステイ，提携校での国際交流に必要な英語力，コミュニケーシ

ョン能力，プレゼンテーション能力等の向上を図る。 

（３） 内容：外部ネイティブ講師を招いて日本や尾道の生活、歴史、文化などの

紹介方法等を学ぶ。 

（４） 成果と課題 

   自己紹介，日常会話，プレゼンテーションの仕方等を実践的に学びながら，

「聞く・話す」ことを身に付け，話す内容の原稿を作成し読むことによって「書

く・読む」力も養うことにつながった。 

 

４ ＡＬＴとの交流 

（１）期日：１月 13 日 

（２）目的：アメリカ出身のＡＬＴと文化交流することにより，国際理解を深め
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る。 

（３）内容：アメリカの年末年始の風習，日本のお正月の風習（かるた大会）を

通じて文化理解を図る。 

（４）成果と課題 

ＡＬＴの話に対して，ユネスコ委員が活発に質問して，アメリカの文化につ

いて身近に感じられるようになった。 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


